「仮名書き絵入り往生要集」の挿絵の機能　－「プリミティブな言葉の表現」の分析としてー by 西田 直樹
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画面右下の部分に石（白い塊）や糞尿（黒い塊）が罪人たちを囲むようにえがかれ、
この部分が別所の小地獄を描いていることを示している。ここに堕ちた罪人は、臭く
熱い屎泥の中で苦しんでいる。羽の生えた虫が罪人たちにたかり、頭や背中、ところ
構わず食いついて来る。罪人たちは羽虫に骨肉、髄に至るまで食われて苦しむ。
⑸挿絵の表現するもの
　以上のように、初期「仮名書き絵入り往生要集」の一本である寛文11年本（第１図）を
例に、「仮名書き絵入り往生要集」における詞章と挿絵について、対照作業と分析・読解
を行った。「仮名書き絵入り往生要集」は、その呼称が示す通り「仮名書きの詞章」と「挿
絵」という二つの要素から成り立っている。「挿絵」というと、とかく文章（詞章）に付
随する補助的なものと位置付けられがちである。しかし今回の対照作業の中でもあきらか
となったように、「仮名書き絵入り往生要集」の挿絵は、原漢文（つまり源信が書いた『往
生要集』の原文）を仮名書き文に和らげただけでは表現しきれない地獄の様相を具体的に
読み手に伝える役割を果たしていたのである。
　その意味で、「仮名書き絵入り往生要集」の挿絵は、詞章と並行して存在する非文字言
語としての性格を強く持っている。それは言い方を変えれば「絵往生要集」と呼べるもの
かも知れない。
４　おわりに
　本稿では、「仮名書き絵入り往生要集」の挿絵を「非文字言語」と位置付ける新たな視
点から研究した。周知のように、江戸時代の識字率が決して低いものでは無い。また音読
の習慣から文字の書かれた情報の伝播もかなり広範囲に及んでいる。そういった環境を踏
まえた上での仮定であるが、「仮名書き絵入り往生要集」の読み手の中には、それほど文
字を読むことに堪能ではなく、見出しと挿絵（色紙形を含む）をパラパラとめくりながら、
『往生要集』の思想を理解した者もいたのではないだろうか。そのような読み手にとって「仮
名書き絵入り往生要集」の挿絵は、「プリミティブな言葉の表現」と呼べるものであったろう。
　さて、このような江戸時代の文字を読むことが堪能でない読み手の読み方は、現代の幼
児が絵本等を読む方法と類似している。本稿において新たな視点から行った「仮名書き絵
入り往生要集」の研究方法は、児童文学作品の挿絵や絵本の絵の研究方法としても有効な
ものではないだろうか。
【注】
（注１）翻刻にあたっては重字（約物）の中でワープロソフトで表記できないものについては〈　〉
の中に「よみ」を入れて表した。
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（注２）この部分は、「く」の一字が脱落している。寛文11年本の詞章の祖本があったことを伺わせ
る事象でもある。
（注３）原漢文は、岩波書店刊『日本思想体系　源信』（石田瑞麿編）のｐ．324～ｐ．325の翻刻を
用いた。
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